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産
炭
地
振
興
臨
時
措
置
法
 

の
十
年
延
長
が
決
ま
っ
た
。
 

【
・
A

「
こ
れ
で
田
川
の
再
生
が
十
年
 

点遅れ邑とり論議があ 

、
る
。
法
律
の
期
限
切
れ
は
田
 

《
 

川
の
死
活
問
題
だ
。
法
律
が
 

l

無
く
な
れ
ば
鉱
害
復
旧
事
業
 

《

や

失

業

対

策

事

業

が

出

来

な

 

く
な
る
。
公
共
事
業
も
減
少
 

す
る
。
 
な
る
ほ
ど
そ
う
だ
。
 

し
か
し
、
い
つ
ま
で
産
炭
地
と
言
い
続
 

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
 

▼
い
ま
田
川
地
区
の
市
町
村
長
や
議
長
、
 

企
画
担
当
課
長
の
間
で
、
こ
の
残
さ
れ
 

た
最
後
の
十
年
間
の
産
炭
地
振
興
計
画
 

を
巡
っ
て
激
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。
 

筆
者
の
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
論
議
 

の
中
で
田
川
地
区
の
広
域
行
政
が
一
歩
 

も
二
歩
も
前
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
 

い
に
こ
の
大
激
論
に
興
味
を
覚
え
名
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
決
し
て
届
く
こ
と
 

の
な
い
激
論
な
の
か
も
し
れ
な
い
▼
も
 

う
国
に
は
任
せ
て
は
お
け
な
い
。
自
分
 

た
ち
の
「
ま
ち
」
は
自
分
た
ち
の
手
で
、
 

と
始
ま
っ
た
 
「
村
お
こ
し
運
動
」
 
や
 

「
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
を
、
地
域
で
一
生
 

懸
命
や
っ
て
い
る
人
た
ち
の
気
持
ち
が
 

こ
の
激
論
に
届
い
て
欲
し
い
。
 

「
筑
豊
 

は
ー
つ
」
「
田
川
は
ー
つ
」
を
お
題
目
だ
 

け
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
い
。
▼
赤
池
町
は
 

労
働
省
の
指
定
を
受
け
「
過
疎
地
域
雇
 

用
開
発
プ
ラ
ン
」
 
の
策
定
を
行
っ
た
。
 

産
炭
地
振
興
に
役
立
て
た
い
。
計
画
書
 

は
、
産
炭
地
田
川
と
運
命
を
共
に
す
る
 

私
た
ち
に
「
自
ら
学
び
自
ら
変
わ
る
努
 

力
」
を
教
え
て
い
る
。
 



(3) 

毎~ 
Aパートの予選より（18支所VS 7支所） 

打った走った、子供は元気印 
子供会各地区対抗ソフトボール大会が、7月14日 

町民グラウンドで行なわれました。試合は2パー 

トに分かれて予選を行ないました。 

決勝では、大浦対天郷の上野勢の対決となり 

ましたが、天郷子供会が優勝しました。 

絵本は身近な文学です 

7月3日、絵本を読む会が、町民会館であり 

ました。 「絵本は、子育ての身近なところにあ 

り、自立しを促す文学なんです」 「お母さん、 

工夫しだいで、子供の成長につながるんです」 

と絵本評論家の渡辺栄子先生（鞍手町）。参加 

された37人のお母さんは、熱心に聞いていま 

した0 

えっ、 3 人で団体優勝？ 
→川郡中学校夏季剣道大会 

「メーン」 「ドー」7月14日に行なわれた剣道 

大会の女子の部で、見事優勝の栄に輝きました。 

団体戦は5人で闘われますが、3人で優勝す 

ることは、絶対に負けられないことです。すご 

いですね。筑豊大会での活躍が期待されます。 

スティック握れば熱くなる 

一老人クラブ連合会ゲートボーIけ会ー 

「第2ゲート通過」r3 番にタッチ」 

7月11日に行なわれたゲートボール 

L 大会では、17支所チーム（長峰義明 

一会長）が、 2 回目の優勝を飾りまし 

た。 「健康づくりの中で初めました。 

毎日、午前と午後に練習していま 

す」と長峰会長、今後も頑張って下 
言 さい。 

老いも若きも皆いっしょノ 
6月23日、伏原公民館の婦人部（小＋4J 

野キソェ部長）は、老人会、寿会（亀谷，ー 

徳光会長）のみなさんを招いて、自慢l 

の手料理で、もてなしました。 

童謡を合唱したり、カラオケで歌っ 

たり、フィナーレでは、全員の炭抗節 

の踊りで盛り上がり、「忙しい中でみ 

つけた1日、喜んでもらってほんとう 

によかった」と村井さん。お礼に紙人 

形を頂いたとか。高齢化問題、みんな 

でやらねば…。 

雲仙災害に使って下さい 

→ラの木子供会が救援金― 

依然予断を許さない状況が続く、長崎 

県雲仙・普賢岳。町民のみなさんより、 

救援金があつまっていますが、第16支所・ 

17支所「杉の木子供会」(36名）が「自分 

達で募金活動をやろう」と家庭訪問して、 

73,492円を集め、役場にもってきました。 

この浄財は、日赤を通じ、現地に送ら 

れました。 

5年連続の総合優勝 

7月7日に行われた田川郡民体 

育大会のバドミントン競技で赤池 

町が一般男子の部優勝・壮年男子 

の部2位・一般女子の部2位で総合 

優勝をし、5連覇を達成しました。 

今大会前に主力選手の故障が続 

出し、不安な要素が多く優勝が危 

ぶまれていましたが、団結力に勝 

る赤池町が苦戦を強いられながら粉 

も、みごと栄誉を勝ち取りました。 

アッあひるさんだあ 

上野の、大浦池と宮の馬場池 

に、今あひるが泳いでいるのを 

ご存知ですか？ 

水の上をスーイスーイ、見て 

いて何か心が洗われる気分で、 

牧歌的でいいですね。 

ところが、宮の馬場池では、 

何者かに銃で撃たれ、死んでし 

まいました。子供たちも楽しん 

でいます。いじめたり、殺した 
りしないで．ノ 

) 

谷 賞次さん 早麻 豊さん 

名誉町民に2人 
名誉町民委員会での審議を経て、6月 

25日、日野町長より、選任章がおくら 

れました0 

早麻 豊さん（車道）永年にわたる町議 

会議員としての活動に対 

して、選任されました。 

谷 室次さん（草場）永年にわたる消防 

活動に対して、選任され 

J ました。 

今後も、アドバイスをお願いします。 

赤池町雇用開発プラン 
ー機能分担図― 

赤池町 赤池町総合計画審議会 

農 協 

農業組合 

商工会 

その他 

( 

(赤池コンサルティング 

赤池町活性化 

雇用開発事業 

西地区開発 

ヒ東部開発 

生産・雇用主体 

国・県 

商品販売 
ー主 体 

消費者 

観光客 

あyカfとう 
雲勉災害救餐金‘ 
7月25日現在 

30人の方と9団体より 

358/831 
日赤を通じて、現地に送ら 

れます。 

(2 ) 

物
勲
貴
す
財
政
再
建
 

廿

新

た

に

財

政

課

設

置

廿

 

七
月
二
十
六
日
、
赤
池
町
町
議
会
 

（
水
永
議
長
）
は
、
臨
時
議
会
を
開
き
、
 

財
政
再
建
の
た
め
の
機
構
改
革
を
決
定
 

し
ま
し
た
。
 

昨
年
十
一
月
の
機
構
改
革
で
 
「
ま
ち
 

づ
く
り
課
」
と
 
「
健
康
づ
く
り
課
」
 
が
 

設
置
さ
れ
て
、
現
在
、
十
課
あ
る
役
場
 

の
組
織
機
構
を
、
さ
ら
に
も
う
一
課
増
 

や
し
て
「
財
政
課
」
を
置
く
こ
と
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

「
財
政
課
」
 
の
新
設
は
、
今
ま
で
「
総
 

務
課
」
の
中
に
あ
っ
た
財
政
係
を
独
立
 

さ
せ
、
人
員
規
模
を
増
や
し
、
今
後
の
 

再
建
計
画
の
策
定
と
計
画
推
進
体
制
の
 

充
実
を
図
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
臨
時
議
会
の
中
で
、
日
野
町
長
 

は
、
三
月
定
例
議
会
で
の
施
政
方
針
に
 

お
い
て
準
用
再
建
団
体
入
り
の
所
信
を
 

述
べ
た
こ
と
に
言
及
し
、
今
後
、
議
会
 

全
員
協
議
会
の
中
で
、
財
政
再
建
の
考
 

え
方
に
つ
い
て
説
明
し
、
審
議
を
お
願
 

い
し
た
旨
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
 

役
場
の
機
構
図
 

総
務
課
 

財
政
課
（
新
設
）
 

ま
ち
づ
く
り
課
 

税
務
課
 

住
民
福
祉
課
 

産
業
振
興
課
 

建
設
課
 

健
康
づ
く
り
課
 

鶏
”
鶏
甑
編
ノ
頭
 

騒
無
 

鉱
害
課
 

一 

」 

水
道
課
 

「
赤
池
町
雇
用
開
発
プ
ラ
ン
」
 

赤
池
町
へ
引
き
渡
さ
れ
る
 

近
年
、
地
域
の
活
性
化
と
自
立
へ
の
 

志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
平
成
二
年
 

度
、
赤
池
町
は
福
岡
県
地
域
雇
用
開
発
 

協
議
会
の
指
定
に
よ
り
「
赤
池
町
雇
用
 

開
発
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
実
施
し
ま
 

し
た
。
 

こ
の
 
「
赤
池
町
雇
用
開
発
プ
ラ
ン
」
 

は
、
七
月
二
十
六
日
、
福
岡
県
雇
用
開
 

発
協
議
会
（
会
長
廿
永
井
泳
輔
氏
）
か
 

ら
日
野
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

作
成
に
当
た
っ
た
都
市
経
済
研
究
所
 

の
松
本
氏
か
ら
プ
ラ
ン
の
詳
し
い
内
容
 

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
赤
池
町
に
お
 

け
る
具
体
的
な
雇
用
開
発
事
業
と
し
て
 

①
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
に
よ
る
雇
用
開
 

発
主
体
（
例
え
ば
赤
池
町
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
 

ン
グ
）
を
設
立
し
②
赤
池
町
を
彦
山
川
 

で
北
東
部
と
南
西
部
に
わ
け
北
東
部
、
 

い
わ
ゆ
る
上
野
地
区
を
歴
史
と
自
然
の
 

恵
み
を
活
用
す
る
事
業
の
展
開
、
南
西
 

部
を
農
業
の
蓄
積
を
活
用
す
る
事
業
の
 

展
開
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
 

事
業
の
推
進
は
こ
の
赤
池
町
コ
ン
サ
 

ル
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
、
全
 

て
の
雇
用
開
発
事
業
の
推
進
主
体
と
な
 

り
ま
す
。
将
来
展
開
さ
れ
る
地
域
活
性
 

化
事
業
に
関
し
て
、
 

o
新
商
品
、
新
規
事
業
開
発
 

o
市
場
調
査
、
研
究
 

o
商
品
（
サ
ー
ビ
ス
）
販
売
お
よ
び
 

販
路
の
拡
大
開
発
 

o
営
業
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
活
動
 

o
投
資
、
資
金
計
画
、
経
営
診
断
を
 

行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
 

8
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月
間
」
 
で
す
 

は出も3淑あい夢がある 

私
た
ち
が
、
常
日
頃
何
げ
 

な
く
使
っ
て
い
る
「
道
」
。
 

「
道
」
を
通
じ
て
色
々
な
事
 

が
あ
り
ま
す
。
幼
い
こ
ろ
学
 

校
へ
通
っ
た
通
学
路
、
自
転
 

車
に
乗
っ
て
お
使
い
に
、
お
 

母
さ
ん
が
雨
降
り
に
バ
ス
停
 

ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
あ
 

の
「
道
」
。
 

と
ん
ぼ
を
取
り
に
い
っ
た
 

り
、
マ
ラ
ソ
ン
で
走
っ
た
り
。
 

「
道
な
し
で
は
考
え
ら
れ
な
 

い
生
活
」
 

八
月
の
ー
ケ
月
間
は
、
全
 

国
で
道
路
の
正
し
い
利
用
と
 

道
路
愛
護
を
図
り
ま
す
。
 

違
法
駐
車
や
垣
根
か
ら
出
 

た
木
の
枝
な
ど
、
お
互
い
に
 

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
 

？

、

‘

 



人権を守って 
作
品
紹
介
 

■標語は、片岡ー美さんの作品です。 明ろ、I明日へ、 
上野小6年 青柳智子さん（原） 

こ
の
作
品
は
、
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
 

に
ち
な
み
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら
 

寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
一
部
で
す
。
 

人
権
 

界
 の
 

笑
顔
宝
極
 

行
動
す
る
と
き
、
 

よ
く
考
え
て
 

考
え
て
ノ
・
 

て
 、

 

、
 

、
、
、
、
 

赤池中1年 赤池中1年 

都留直人くん 青木 司くん 
（生力N・T) （下西町） 

' I与 

赤池中1年 
山根祐子さん 

（板屋団地） 
一

 

赤
池
町
で
は
、
 

「
人
の
心
の
痛
み
の
わ
か
る
人
づ
く
り
」
 
「
お
互
い
 

の
人
権
を
尊
重
し
あ
う
町
づ
く
り
」
を
め
が
し
て
、
七
月
の
ー
ケ
月
間
 

を
、
子
ど
も
か
ら
大
人
に
な
る
ま
で
が
、
身
の
回
り
に
あ
る
数
多
く
の
 

差
別
の
問
題
に
つ
い
て
、
地
域
で
、
家
庭
で
語
り
合
い
、
活
動
を
し
た
、
 

意
義
あ
る
月
間
で
し
た
。
期
間
中
に
実
施
し
た
行
事
に
、
参
加
し
た
多
 

く
の
町
民
の
み
な
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
を
終
え
て
 

過
日
の
研
修
会
の
講
演
の
中
で
 
「
人
 

種
隔
離
政
策
」
 
に
よ
る
人
権
差
別
を
受
 

け
て
い
る
国
の
代
表
が
 
「
平
和
な
国
」
 

に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
に
、
 

o
国
民
に
対
す
る
圧
力
が
な
い
こ
と
。
 

o
飢
餓
・
貧
困
が
な
い
こ
と
。
 

o
自
然
が
破
壊
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 

人
 の
加
 

人権標語 

み
ん
な
電
，
蒼
霧
ミ
”
‘
く
 

つ
遣
入
一
ら
ノ
零
細
の
瓢
 

学
校
五
キ
春
西
恒
一
 

古
堵
小
す
ー
む
 

'

?

 

上野小5年 

岩西恒幸くん 

（大浦団地） 

'7月I日かノ7月3'日 

差

p
い
じ
め
攻
森
芝
起
，
『
 

n」
ス
早
食
首
リ
て
る
平
和
か
‘
も
 

市
靖
小
壁
載
五
午
東
 

彩
加
 

赤
池
町
同
和
教
育
推
進
協
議
会
 

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
 

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
回
り
は
、
ど
 

う
で
し
ょ
う
か
。
 

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
、
部
 

落
差
別
を
は
じ
め
、
人
権
に
か
か
わ
る
 

多
く
の
差
別
の
現
実
が
あ
り
ま
す
。
 

一
日
で
も
早
く
、
部
落
差
別
解
消
を
 

願
う
多
く
の
人
の
協
力
に
よ
り
、
啓
発
 

市場小5年 市場小5年 上野小5年 
東 彩加さん 田中雄ーくん 篠原千佳さん 
（車道2 ) （生力N T) （原） 

差別午くして 

友達の輪芽から篇まで 

S 

市場小6年福田雅恵さん（車道】） 

赤池中2年石山明美さん（猿畑） 

上野小6年前村のぞみさん（下谷） 

差別はお断り 

/6一 

市場小6年藤井亜沙美 

赤池中2年風呂和男 くん（松本） 

昭和21年、田植え時期に牛が倒れ、清人少年の父と祖父が看病 
する中で、命は尊いものだ・・・と口演する薄（すすき）さん。 つ

 

強
調
月
間
を
取
り
組
み
ま
し
た
。
 

o
小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
出
席
の
 

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
に
よ
る
啓
発
 

o
行
政
職
員
に
よ
る
戸
別
訪
問
啓
発
 

o
月
間
初
日
の
車
に
‘
よ
る
パ
レ
ー
ド
啓
発
 

等
、
み
ん
な
で
考
え
創
意
工
夫
を
し
な
 

が
ら
、
一
人
ひ
と
り
に
同
和
問
題
に
つ
 

い
て
、
わ
か
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
進
め
 

て
き
ま
し
た
。
 

生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
、
住
み
良
 

い
町
だ
、
と
誰
も
が
言
え
る
町
づ
く
り
 

に
、
全
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
も
の
 

で
す
ね
。
 

是
非
、
こ
の
期
間
だ
け
の
活
動
に
と
 

ど
ま
ら
ず
、
年
間
を
通
し
て
学
習
や
運
 

動
に
、
参
加
を
願
う
も
の
で
す
。
 

ハーイ、胸を開いて／子供も大人も大切にしょう、人権。 

消防団の人もイチ、ニィ、サン 

④ と き 8 月28日（水） 

⑥ ところ 同和対策中央研修所 

※自らを見つめ、暮らしを高める 

解放講座へ、お気軽にどうぞ／ 



‘、ノ (b ノ
、
 

現
在
、
日
本
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
 

豊
か
に
な
り
ま
し
た
。
食
生
活
も
豊
か
 

に
な
り
、
交
通
機
関
も
発
達
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
 

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
正
し
い
糖
尿
病
麟
 

の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
ご
く
一
部
」
総
 

に
す
ぎ
ま
せ
ん
c
 

難
 

そ
れ
は
、
糖
尿
病
を
正
し
く
理
解
さ
れ
難
 

て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
 
糖
麟
一
 

尿
病
を
な
め
て
か
か
る
と
、
と
ん
で
も
麟
 

夏
は
や
っ
ぱ
り
冷
え
た
ビ
ー
ル
が
一
 

番
。
仕
事
を
終
え
た
時
や
ふ
ろ
あ
が
り
 

の
一
杯
は
格
別
で
す
。
で
も
、
少
し
の
 

つ
も
り
が
つ
い
つ
い
飲
み
す
ぎ
て
悪
酔
 

等
に
、
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

糖
尿
病
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
 

過
ぎ
・
運
動
不
足
・
肥
満
・
ス
ト
レ
ス
が
増
 

え
、
多
く
の
人
が
糖
尿
病
に
な
っ
て
い
 

ま
す
。
日
本
中
で
、
二
百
万
人
か
ら
三
 

百
万
人
の
患
者
さ
ん
が
い
る
と
推
定
さ
 

れ
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
が
、
文
明
病
と
 

呼
ば
れ
る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。
 

で
す
か
ら
、
誰
で
も
糖
尿
病
に
な
る
可
 

糖尿病教室の日程表 赤池町立病院 

、ノ ”
ー
 

ノ
‘
、
、
 

ム
月
み
」
」
カ
才
一
r
ゴ」中」a
二
 

し
か
し
、
糖
尿
病
は
正
し
く
管
理
・
台
麟
 

療
す
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
恐
い
盲
」
気
で
ま
ち
総
 

驚
燕
？
燕
鷲
轟
灘
盤
難
緯
m
，
議
雷
鵬
簿
m
灘
議
麟
盤
議
讐
」
繋
一
離
嚢
難
難
簿
織
難
一
繊
峨
難
鷲
議
議
）
 

な
い
恐
い
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
誠
（
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
 

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、
ま
た
糖
尿
病
 

で
し
ょ
う
。
 

ー
 

・ 

ー 

‘ 

麟
 
ー

 

二
う
」
J
左
ま
、
 
E
ド
胃
一
 

に
か
か
ら
な
い
た
め
に
、
町
立
病
院
で
」
』
 

糖
尿
病
教
室
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
で
な
く
て
も
、
そ
 

の
知
識
を
も
つ
こ
と
や
、
食
事
療
法
 

（
健
康
食
）
を
マ
ス
タ
ー
す
る
事
は
健
康
 

で
長
生
き
す
る
た
め
に
役
立
ち
ま
す
。
 

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

回数 開催日 
講義内容なお（）内よ、講師名です 

I 旦 

第1回 
8月20日 

（火） 

糖尿病とは 
―糖尿病と検査― 

（医師 慶瀬副院長） 
（検査技師伊藤先生） 

食習慣をチュック 
しましよう 
やさしい栄養学 
（森田栄養士） 

第2回 
8月27日 

（火） 

糖尿病と合併症 
（ビデオ）「春の旅立ち」 
（医師 廉瀬副院長） 

あなたの―日 
の食事量 

（森田栄養士） 

第3回 
9月3日 

（火） 

食事療法と薬剤療法 
（ビデオ）［命もゆる時｝ 
（医師鷹瀬副院長） 

献立作成と調 
味料の使い方 

（森田栄養士） 

第4回 9鵠日 
運動療法と日常生活 

（リハビリ専門医 
園田先生） 

（看護婦さん） 

外食・間食・アル 
コーールにっいて 

―まとめ― 
（森田栄養士） 

第5回 
9月14日 

（火） 

糖尿病食調理実習 
※健康へのパスポ一ト 

腹七分目でうす味の料理を作っで、 
先生と共に、楽しく食～ましよう。 

や
さ
し
い
新
聞
屋
さ
ん
 

板
屋
団
地
 

前
 

田
 

孝
 

子
 

五
月
の
節
句
も
近
づ
い
た
日
の
タ
方
 

で
し
た
。
玄
関
を
ノ
ッ
ク
す
る
音
が
し
 

た
の
で
、
私
は
 
「
ど
ち
ら
様
で
し
ょ
う
 

か
」
と
い
う
と
 
「
新
聞
の
集
金
に
参
り
 

ま
し
た
」
洗
濯
の
途
中
だ
っ
た
の
で
私
 

は
、
シ
ャ
ボ
ン
の
つ
い
た
手
を
洗
い
な
 

が
ら
「
少
し
お
待
ち
下
さ
い
」
と
云
い
 

終
る
と
 
「
私
は
真
赤
な
リ
ン
ゴ
で
す
。
 

お
国
は
さ
ー
む
い
北
の
国
」
 
と
、
新
聞
 

屋
さ
ん
は
、
童
謡
を
唄
い
出
し
ま
し
た
。
 

早
朝
か
ら
、
夜
お
そ
く
ま
で
、
忙
し
 

く
て
疲
れ
て
い
る
だ
ろ
う
に
、
な
ん
と
 

7TAカ・列燃ル 
コンテスト’W 

■応募資格 県内に住む18歳以上 

（高校生を除く）の独身女性 

■応募方法 住所、電話番号・氏名 

・生年月日・勤務先・応募動機 

を明記し、写真（全身と上半身） 

を添えて送付してください。 

■募集期限 8月31日田まで 

■申し込み・問い合わせ 

〒812 福岡市博多区た～' 

東公園7一7/L ’ニき 
走l「〒t」二i丑三・；'‘お番言里dこl I " ーーノ 
ン1マ」 ~‘ゴ二UILJuョロ』、r 」 / 、~ 

米消費拡大 

推進委員会 

事務局へ 

公092(641)4677 

●時間は、午後5時から6時30分まで 
●場所は、赤池町町立病院リハビリ室 

、、、 （但し、9月14日（」二）の調理実習は、午前10時よh、 
1 赤池町民会館で開催しますD 

※前回の教窒に参加された方又は、途中から教室 
へ参加される方も歓迎致します。 

●間い合わせ、赤池町立病院事務室（雪2B-2083) 

子
煩
悩
な
方
だ
ろ
う
。
小
学
校
三
年
生
 

の
お
子
さ
ん
も
父
親
と
】
緒
に
唄
っ
て
 

い
ま
し
た
。
 

「
明
る
く
て
、
な
ご
や
か
 

な
ご
家
庭
を
築
い
て
お
ら
れ
る
の
だ
な
ー
」
 

と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

カ
バ
 
ン
 

代
金
を
鞄
に
し
ま
い
、
二
、
三
歩
あ
 

る
い
て
私
の
方
を
ふ
り
返
り
、
会
釈
を
 

残
し
、
外
へ
去
っ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
時
、
ふ
と
思
っ
た
こ
と
は
、
い
 

つ
ま
で
も
届
け
て
下
さ
い
と
、
私
の
方
 

か
ら
お
ね
が
い
し
た
い
。
 

こ
ん
な
に
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
が
持
っ
 

て
来
て
下
さ
る
新
聞
な
の
だ
か
ら
と
…
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
順
不
同
・
敬
称
略
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
6
月
 20 

日
、
7
月
 18 

日
 

【
香
典
返
し
】
o

山
根
義
文
（
北
町
）
 

o
石
川
て
い
子
（
小
藤
団
地
）
o

末
光
 

立
身
（
高
見
台
）
o

小
松
悦
子
（
大
浦
）
 

o
長
谷
川
剛
（
本
町
）
 
o
西
宇
房
江
 

そ
の
方
法
は
、
ま
ず
第
一
 

に
酒
の
量
を
減
ら
す
こ
と
で
 

す
。
悪
酔
い
の
原
因
は
ア
ル
 

コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
て
途
中
 

で
で
き
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
 

ド
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
脳
神
 

経
を
刺
激
す
る
た
め
に
起
こ
 

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 
こ
の
 

血
液
中
の
濃
度
が
 01 

％
以
上
 

に
な
る
と
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
 

で
す
か
ら
、
そ
の
量
は
体
格
、
体
質
に
 

よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
．
一
般
に
、
体
重
 

60 

、
 70 

加
の
人
の
場
合
、
日
本
酒
な
ら
 

お
銚
子
で
2
、
3
本
、
ビ
ー
ル
な
ら
大
 

ビ
ン
で
2
1
3
本
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ら
 

シ
ン
グ
ル
で
5
、
7
杯
ぐ
ら
い
が
限
度
 

だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

第
二
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
の
高
い
酒
 

は
薄
め
て
飲
む
よ
う
に
し
ま
す
。
血
液
 

中
の
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
を
速
く
高
め
る
 

だ
け
で
な
く
、
胃
粘
膜
を
刺
激
す
る
た
 

め
胃
炎
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

」琳 (“一 

第
三
に
、
 

最
も
重
要
な
 

こ
と
は
、
何
 

か
を
食
べ
な
 

が
ら
飲
む
こ
 

と
で
す
。
 

ア
ル
コ
ー
ル
は
胃
や
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
細
」
 

る
の
で
空
腹
時
に
飲
む
と
、
す
ぐ
に
酔
っ
織
一
 

」
」
は
熱
“
質
）
鷺
無
一
 

難
舞
議
難
難
 

ま
す
 。

 

心

地

よ

い

酔

い

は

ス

ト

レ

ス

解

消

に

麟

一

 

な
る
も
の
で
す
。
さ
ら
に
酒
の
肴
を
十
難
 

分
に
と
れ
ば
、
血
や
肉
に
な
り
、
か
つ
、
」
（
一
 

肝
臓
を
守
る
働
き
も
あ
り
ま
す
。
 

撫
 

で
す
か
ら
、
栄
養
面
を
考
え
て
肴
を
と
麟
 

り、 

ゆ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
飲
む
よ
麟
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

柵「」 

最
後
に
、
 
酒
を
飲
む
機
会
の
多
い
人
（
「
一
 

は
、
日
頃
か
ら
生
活
を
規
則
正
し
く
、
（
（
一
 

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
＋
）
「
 

分
な
休
養
を
し
っ
か
り
と
と
る
こ
と
、
議
 

そ

し

て

、

 体

力

を

つ

け

て

お

く

こ

と

が

柵

 

重
要
で
す
。
お
酒
が
お
い
し
い
と
感
じ
織
一
 

る
た
め
に
も
、
自
分
の
身
体
に
気
を
配
っ
」
）
一
 

て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。
 

」瀞 

繋
鷺
難
羅
難
舞
灘
鱗
搬
轍
「
麟
難
鷲
鷺
羅
灘
藻
難
灘
欝
鷲
欝
ー
 
難
難
鷺
藻
蕪
）
輔
難
羅
難
難
議
纏
 

o
 

（
諏
訪
山
）
o

松
井
一
雄
（
貴
船
）
o

沖
 

野
正
寅
（
大
和
町
）
以
上
八
件
二
十
三
 

万
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
o

匿
名
の
方
九
件
一
万
四
千
 

円
で
す
。
 

【
賛
助
会
員
】
 

（
個
人
・
一
般
一
口
廿
 

千
円
）
o

沢
永
孝
美
廿
一
口
o

沢
永
源
 

敏
廿
五
ロ
o

清
原
義
則
廿
一
ロ
o

奥
村
 

健
夫
廿
十
ロ
o

久
松
ミ
サ
ヲ
廿
一
口
o
 

立
花
杉
夫
廿
十
ロ
o

沖
島
武
雄
廿
二
ロ
 

【
特
別
賛
助
会
員
】
 

（
企
業
・
法
人
一
 

口
廿
一
万
円
）
 
o
高
田
湖
山
窯
廿
二
口
 

o
赤
池
印
刷
廿
一
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
o

熊
谷
琢
義
廿
一
 

万
円
o

赤
池
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
廿
 

七
千
円
o

福
祉
バ
ス
内
 
「
ふ
れ
あ
い
基
 

金
箱
」
廿
六
万
四
千
三
百
六
十
五
円
 

8月福祉センターの行事 

で
 
o 

ま

す

 

分
ま
 

0

し
 

(‘〕 

‘
 

土
寸
 

．
J
 

、
 

h
‘〕 

、
γ
 

（
。
 

『一 

《‘ 

ー
 

ク
ー
 

A
に
 

す

日

 

味
 
31
 

う
 

し
 
月
 
。●j 

し

？

ま

』

 

卿

印

虫

秒

 

は
 

ノ
 

、、ノ 

日
 

り

臨

振

 21
 

な

ナ

 

詳
講
篇
 

日
 
15 

2
時

。

非

 

8
 

図
 10
 

・
旧
 

日
 
14 

n
午
は
か
一
 

12 

、 

み
の
 

、
日
日
 

休
者
一
 

日
 
13 

談
 

お
館
」
 

5
み
」
 

相
入
一
 

日

休

ご

 

脈

芸

 

館

盆

配

 
耕
 

一 

休

お

心

 

側
演
」
 月

と

く

 

7
 
行
 
、つ
 

龍
m
 

期

祭

用

 

み

・

利

 

琳

曜

に

 

由
 

(
 

(
 

ス
 

ー 

パ
 

ボ
 

祉
 

ト
 

福
 

一”
一 

民

個

火

周

融

拍

 

。
 

。
 

。
 

o
 

い「 

「
 

ゲ

 で
 

『」」 

福
岡
県
警
察
官
・
 

婦
人
警
察
官
募
集
 

●
第
一
次
試
験
 
9
月
 16 

日
囲
 

●
受
付
期
間
 
8
月
 20 

日
因
 

郵
送
の
 

場
合
は
当
日
消
印
有
効
 

●
採
用
人
員
及
び
時
期
 
警
察
官
 60 

人
 

婦
人
警
察
官
 30 

人
 

平
成
4
年
4
月
 

以
降
採
用
 

●
受
験
資
格
 
警

察

官

打

昭

和

 39
 

年
 

4
月
2

日
か
ら
昭
和
 49 

年
4
月
1

日
 

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
。
大
学
（
短
 

大
を
除
く
）
卒
業
者
や
卒
業
見
込
の
 

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
 

婦
人
警
察
官
廿
昭
和
 42 

年
4
月
2
 

日
か
ら
昭
和
 49 

年
4
月
1

日
ま
で
に
 

生
ま
れ
た
女
子
 

●
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
 

察
課
任
用
係
冒
0
9
2
1
6
2
2
ー
 

0
［ーn
〕0 

税
務
署
の
組
織
変
更
の
お
知
ら
せ
 

田
川
税
務
署
 

r
 

」 

7
月
 10 

日
よ
り
田
川
税
務
署
の
組
織
 

が
変
っ
て
い
ま
す
。
 

変
っ
た
部
門
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

調
査
第
一
部
門
と
調
査
第
ニ
部
門
が
 

廃
止
と
な
り
個
人
課
税
務
部
門
と
法
人
 

課
税
務
部
門
と
な
り
ま
し
た
。
 

担
当
事
務
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
に
つ
 

い
て
は
、
ど
の
窓
 

口
で
も
結
構
で
す
 

か
ら
お
気
軽
に
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

平
製
い
か
【
』
尊
い
も
象
 

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
 

戦
後
四
十
六
回
目
の
、
暑
い
夏
が
や
っ
 

て
き
ま
し
た
。
四
十
六
年
た
っ
た
今
で
 

も
、
広
島
・
長
崎
で
被
爆
さ
れ
た
人
た
 

ち
や
、
二
世
・
三
世
の
人
た
ち
の
、
か
 

ら
だ
と
心
の
傷
は
、
今
な
お
、
治
る
こ
 

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
中
国
に
残
っ
 

て
い
る
日
本
人
問
題
や
、
ァ
ジ
ァ
地
域
 

に
お
け
る
問
題
な
ど
、
ま
だ
多
く
の
戦
 

争
に
よ
る
後
遺
症
は
終
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

更
に
湾
岸
戦
争
に
み
ら
れ
る
、
中
東
 

問
題
な
ど
、
国
際
的
に
平
和
を
求
め
る
 

努
力
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
 

今
年
も
、
世
界
恒
久
平
和
へ
の
祈
り
 

を
込
め
て
、
次
の
取
り
組
み
を
行
な
い
 

ま
す
。
 

町
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
 

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
め
い
福
と
 

平
和
の
た
め
に
 

8
月
6

日
 
午
前
8
時
 15 

分
 

8
月
9

日
 
午
前
 11 

時
2
分
 

8
月
 15 

日
 

正
午
 

福
岡
県
戦
時
資
料
展
の
開
催
 

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
後
 

世
に
伝
え
よ
う
と
、
戦
時
資
料
の
収
集
 

を
行
な
い
公
開
展
示
し
ま
す
。
 

●
い
つ
 

8
月
 16 

日
圏
、
 20 

日
因
 

●
ど
こ
で
 
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
 

囲碁同好会 
だ よ り 

7月例会成績 

優勝者 
A ノぐート 

中村三郎さん（岩屋組） 
B ノぐ・ート 

日高安信さん（貴船） 
Cノぐート 

山本 繁さん（緑丘N・T) 

8月の例会および勉強会 

月例会＝ニ11日（日）9 時30分 

勉強会ニ＝17日田・24日田 

13時～17時まで 

場 所二＝赤池町民会館 

囲碁好きなみなさんの参加 

をお待ちしています。 

囲碁同好会 

、 縄田会長より 

平和への繊し、 

福岡県 
戦時資料展 

し、 



(8) 
~ 

て
 

い
 

の
っ
 

尿
に
 

し
集
 

・
収
 

I
I
I
 

ゴ
 

の
 

盆
 

お
 

.
 

8
月
 12 

H
か
ら
9
月
 110 

H
ま
で
、
 

現
況
届
の
提
出
期
間
で
す
。
 

●
受
付
場
所
 
役
場
福
祉
係
（
窓
口
6
) 

.
 

ー

福

祉

係

ー

 

忘
れ
な
い
で
ノ
 

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
 

予

防

・

検

診

・

相

談

 

◇
 
三
種
混
合
 

9
日
岡
 

町
民
会
館
 

（生後 
112
 

ケ月 

13
 

時
 30 

分
5
 14 

時
 30 

分

／

、

 4
8 

』 

◇
乳
児
相
談
 

19
 

H
側
町
民
会
館
 

（
生
後
4
・7
・ノ 

10 

、
 11
 

時
 

／ 

10
 

ケ
、
 

◇
 
ッ
べ
リ
ク
リ
ン
反
応
 

27 

H
因
 
町
民
会
館
 

（
生
後
3
ケ
月
一
 

10 

時
 30 

、
 14
 

時
 3～
 分
／
5
4
歳
未
満
、
 

。

B

・
C

・
G
 

29 

日
困
同
和
対
策
研
修
所
（
Y
反
判
定
」
 

13 

時
 3～
 
、
 14
 

時
 30 

「
陰
性
者
『
  

トゴミ収集 

平常どおり収集します。但し、14日困、15日困 

16日圏の埋立地の受入れはできません。 

トし尿収集 

14日困、15困、16日団は休みです。 

お盆前は混みますので、早目に処理される 

ようお願いします。 

簿記（初級）・ワープロ 

講習会に参加しませんか。 
ー ～一 ■ 

U 

」
熱
 
r1
0
 

(
H
 

1
0
 

1
t
 

「） 

f
t
 

"
y
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ひ
）
L
5
(8 
8I
J 

W)I
I 

6
5
 

酬
 

糾
 

翻
 
Li
 

Li
 

ri
 

n
 

t&5
 

務

岡

 (
I 

象
容
く
晒
 H)II 

講

定

対

受

会

 

受

申

申

 

リ
 

血
っ
 
血
隊
動
 

い
 

い
 

ど

対

内

 

申
 

■
 

ト

ト

ト

ト

ト

 

ト

ト

ト

 

高
保
 

ト
 

ト

ト

ト

 

ト
 

ー
 

今
年
の
春
に
、
町
内
の
支
所
長
、
駐
 

在
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
 

各
家
庭
に
物
品
販
売
の
回
覧
を
し
て
頂
 

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
身
体
障
害
者
の
 

赤
池
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
 

物
品
販
売
の
ご
協
力
き
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

8
月
期
支
払
い
の
た
め
、
年
金
証
書
 

を
預
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
返
し
し
ま
 

す。 
●
い
 

っ
 

8
月
5
日
囲
よ
り
 

●
ど
こ
で
 
役
場
年
金
係
（
5
番
窓
口
）
 

●
も
っ
て
く
る
も
の
 

証
書
保
管
証
と
 

印
鑑
（
証
書
登
録
印
）
 

ー
役
場
年
金
係
ー
 

老
齢
福
祉
年
金
証
書
 

交
付
の
お
知
ら
せ
 

U 
U 

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
等
薬
物
乱
用
 

の
恐
ろ
し
さ
を
、
広
く
啓
発
す
る
た
め
 

の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
 

●
資
格
 
県
内
に
住
ん
で
い
る
人
 

●
応
募
方
法
 

1
人
1
点
と
し
未
発
表
 

の
も
の
。
B
5
版
に
標
語
を
記
入
し
、
 

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
（
学
校
名
、
 

田
川
保
健
所
 

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー
 

乱
用
防
止
啓
発
標
語
募
集
 

自
立
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
な
っ
 

て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
も
、
こ
の
趣
 

旨
に
ご
賛
同
し
て
頂
き
、
 
一
万
七
千
三
 

百
四
十
四
円
の
還
元
金
が
あ
り
ま
し
た
。
 

日
常
活
動
に
使
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

各
支
所
長
、
駐
在
員
の
み
な
さ
ま
を
は
 

じ
め
町
民
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
 

ざ
い
ま
し
た
。
 

岩
城
会
長
よ
り
 

U 
U 

情
報
公
開
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
が
、
 

必
要
に
応
じ
て
、
県
が
持
っ
て
い
る
情
 

報
を
見
た
り
手
に
入
れ
た
り
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
制
度
で
す
。
 
県
民
情
報
セ
ン
 

タ
ー
で
は
、
情
報
公
開
の
案
内
を
し
た
 

り
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
行
政
資
料
を
 

展
示
し
、
み
な
さ
ん
が
自
由
に
見
ら
れ
 

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
 

【
筑
豊
地
区
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー
】
 

福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
一
階
 

ft
 

0
9
4
8
1
 29 

1
5
4
5
9
 

福
岡
県
県
政
情
報
課
 

m
ご
存
じ
で
す
か
 

雄
豆
 

福
岡
県
の
情
報
公
開
 

学
年
）
電
話
番
号
を
記
入
 

●
締
切
日
 
9
月
 110 

H

（
消
印
有
効
）
 

●
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
 

田
川
保
健
所
 
（
田
川
市
松
原
）
 

ft
 

4
 '
4
 

0
6
6
6
 ~参加してみませんか 

-― 小児成人病予防のために ―ー 

現在、わが国では子供の成人病がふえていま 
す。2--3歳からの子供の肥満の約8割は、お 

となの肥満になりゃすいといわれています。 

こどもの頃より肥満を予防し、成人病の芽を 

摘みましよう。 

トい っ 8 月28日～12月1 1日 

13: 00'-15 :00（毎月1回 開催） 

トどこで 田川保健所 

ト内 容 講義及び実習 

（子供の肥満、栄養、運動、など） 

ト申し込み、問い合わせ 

田川保健所予防課ft44- 0 6 6 6 

I I 

I 

慧翼2‘賢尋L -? .'!' ~ 編集後記 p
 あ
っ
い
、
あ
っ
、
い
。
今
、
 

温
度
計
は
 33 

0C 

。
原
稿
を
書
い
 

て
い
ま
す
が
、
手
は
汗
で
べ
タ
 

べ
タ
、
用
紙
が
手
に
っ
い
て
離
 

れ
ま
せ
ん
。
額
か
ら
吹
き
出
る
 

玉
の
よ
う
な
汗
、
タ
オ
ル
で
拭
 

き
な
が
ら
の
作
業
。
扇
風
機
は
、
 

う
な
り
を
上
げ
て
、
 
一
生
懸
命
 

を
送
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
 
し
か
 

」
の
風
で
机
の
上
の
書
類
は
整
理
 

か
な
い
の
が
状
況
で
す
。
 

供
達
は
夏
休
み
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
 

勺
よ
う
で
す
が
、
な
ぜ
か
、
私
は
 

、
な
り
ま
し
た
。
8
月
末
ま
で
の
 

口
は
、
自
分
の
休
み
な
し
 

。 

も
、
考
え
方
を
変
え
れ
ば
 
「
こ
れ
 

朱
し
い
も
の
だ
」
 
と
自
分
に
言
い
 

せ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
仕
事
の
後
、
 

に
ビ
ー
ル
。
も
う
た
ま
り
ま
せ
ん
。
 

明
日
も
頑
張
る
ぞ
万
％
 


